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破壊的イノベーションの台頭と既存企業の対応

破壊的イノベーションの脅威

　クレイトン・クリステンセンら（2003）は、「イノベーティブな製品を開発し成功した既存企

業は、その製品の顧客ニーズを十分に汲み取ろうとするが故に、持続的イノベーションに終始し、

破壊的イノベーションによる新しい製品が現れたときに対応できず、やがて市場を駆逐される」［1］

とした。実績ある既存企業は持続的イノベーションに最も適した組織と価値基準を持っているが

故に持続的技術［2］にこだわり、破壊的技術の採用をためらうという。

　ここで、持続的技術とは、主要な顧客が今まで評価してきた性能指標に従って、既存製品の性

能を高めるものである。個々の業界における技術的進歩は持続的性質を持つものがほとんどであ

る［3］。一方で、破壊的技術は、従来の価値基準の下では短期的にはむしろ性能を低下させるが、

新しい価値基準の下では従来製品よりも優れた特長を持つものである（本ケースの事例における

価値基準の説明は資料 1を参照）。破壊的技術を採用した製品の例として、8インチのハードディ

スクドライブ市場を破壊した 5.25インチのハードディスクドライブ、ケーブル式掘削機の市場

を駆逐した油圧式掘削機、メインフレーム市場を駆逐したオフィスパソコンなどがある［4］。

　持続的イノベーションとは従来の価値基準に基づく持続的技術の性能が向上していくことをい

う。一方で、破壊的イノベーションとは新しい市場や機能がシンプルで安価なローエンドに端を
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